
津山市立喬松小学校のノート指導（算数科）についての取組

～平成２４年度津山市校内研修会公開推進事業「研究紀要」より抜粋～

校内で共通理解してノート指導に当たっています 【資料１・資料２参照】。

①１時間の学習活動が分かりやすいノートのマニュアル作り

自分の考えや友達の考え、そして、授業のめあてに沿ってどのように自分が考えを進

めることができたかを記録し、板書を写すだけでなくマニュアルをもとにして工夫した

自分のノートが作成できるようにしたい。

②振り返って活用する体験

本時の課題解決を行う場合、似たような学習を想起し、自分のノートで振り返ること

によって考えを進めることができることを目指している。そのためには、重要な項目を

思い出しやすいように色や枠などを活用してノート作りをする経験を増やしたい。

③実態把握と意欲の喚起を行える算数日記

授業の終わりにはできるだけ「算数日記」を書くこととしている。次のような内容で

振り返り、自由な吹き出しで書くことが多い。

・今日の学習で分かったこと、分かりにくかったこと。

・自分や友達の頑張りを見つけたこと。

・もっと学習したいと思ったこと。

児童一人一人の理解度を把握したり、また頑張ろうという気持ちを高めたりすること

に有効だが、あまり時間がとれないのでできるだけ毎時間短時間で書くことができるよ

うに習慣化していきたい。






